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理想形はスロープシステムが
ダブルペリアに取って代わること
２０１４年１月に新たなＪＧＡハンディキャップシステム（ＵＳＧＡハンディキャップシステム準拠、
通称スロープシステム）がスタートして約２年半、宮城県の表蔵王国際ゴルフクラブでは
底辺拡大のための最適のツールとしてとらえ、一層の普及を目指している。
その内容を後藤久幸ハンディキャップ副委員長、大友富雄競技委員長、斎藤清支配人に聞いた。
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― 東北地方はハンディキャップ（以下ＨＤＣＰ）イン
デックスの普及率が全国でもトップクラスです。その中
のひとつである表蔵王国際ゴルフクラブではどのような
普及活動を行っていったのでしょうか。
大友　普及率の高さについては東北では冬の間は
オフシーズンになるゴルフ場が多いことが影響して
いるかもしれません。スロープシステムのスタートが
１月１日でちょうどオフシーズンでしたから切り替えに
はいいタイミングだったと思います。それに東北人は
辛抱強いですから、やるとなったら粘り強くやる。
シーズンインとなる４月までに何とか普及させようと、
どんなシステムなのか、どのような利点があるのか、
活用すればこんなに公平に楽しくゴルフができるの
だということを説明していきました。
斎藤　前年（2013年）の11月にクラブの各分科委
員会の委員が集まる会合で競技委員長の大友さん

にスロープシステムの説明をしていただきましたね。
まずは各委員にどういうシステムなのかを知ってもら
おうと。そしてメンバーのみなさんにスロープシステム
についての案内状と新旧システムの違いを説明した
資料をお送りしました。案内状には新ＨＤＣＰシステム
への登録に異議のある方は申し出てくださいと記し
ていましたが、ほとんど異議は出ませんでした。
後藤　ＨＤＣＰ委員会で最初に説明した時にはまだ
スロープシステムについての理解度はそう高くあり
ませんでしたが、とにかく導入することを前提にみん
なで盛り上げていこうという雰囲気でまとまってい
ました。
大友　すべてを理解していただいてからスタートと
いうのは不可能ですので、とにかくやってみようと。
表蔵王ではシーズン最初の月例会である４月の月例
会から導入しました。

斎藤　参加者のみなさんに少しでも理解を深めて
いただけるように受付にスロープシステムでＨＤＣＰ
がどうなるのかを解説したホワイトボードを設置して、
１人１人に説明していきました。「女性はこうなります、
ゴールドティーからプレーされる方はこうなります」と
いうように。中には「面倒だから今までのＨＤＣＰで
いいじゃないか」とおっしゃる方もいましたが、とに
かく根気強くお話しさせていただきました。
大友　最 初は理 解できなかった方も２度、３度と
実際にやっていくうちにスロープシステムの良さを
実感してきたようです。やはり体験してもらうことが
大事ですね。数カ月で軌道に乗ったと感じました。
― クラブ競技への参加状況に変化はありましたか。
斎藤　はい。月例会では１割から２割程度参加者
が増えています。以前はクラブ側で使用ティーを決
めていたのですが、スロープシステム採用後は参加
者自身が選択できるようにしました。それが大きかっ
たと思います。
後藤　年をとって飛ばなくなるとレギュラーティー
からでも届かなくなる方が少なくありません。それ
でも以前の月例会ではレギュラーティーと決められ
ていれば、そこから回らなければならなかった。
すると上位に入れる可能性が低くなりますし、プレー
していても面白くなくなってくるわけです。それがス
ロープシステムならばゴールドティーからでもきちんと
ＨＤＣＰが出ますから楽しめるうえに、上位も狙える。
「最初は不公平かと思っていたけど、やってみると
非常に公平だと分かった」という意見もいただいて
います。

大友　最初は「同じティーからやらないと公平では
ないのでは」という考えの方もいましたが、今ではみ
なさん理解してそれぞれのティーで楽しんでいますね。
斎藤　スロープシステムの効果として感じるのは
月例会の上位の顔ぶれに変化があったことです。
女性の優勝者も出るようになってきました。
― ほかのクラブ競技ではいかがでしょう。
大友　表蔵王では毎年12月にその年のクラブ競技
の優勝者や上位入賞者が参加できる年間チャンピ
オンズカップという競技を開催しています。以前は
バックティーからプレーする決まりでしたが、今では
全カテゴリーのティーを選んでもらえるようにしてい
ます。その結果、以前はエントリーしなかった女性や
シニアのプレーヤーも参加するという効果が出てい
ます。
― つまり、より多くのメンバーに年間チャンピオンの
可能性が出てきたということですね。
斎藤　はい、その通りです。
大友　うちのクラブ競 技の話ではありませんが、
表 蔵 王をホームコースにしている方がもうひとつ
メンバーになっている他クラブの月例会にこちらの
ＨＤＣＰで参加して優勝したことがあり、「ＨＤＣＰが
甘いんじゃないか」と苦情が来ていたそうです。
斎藤　表蔵王はコースレートが高いのでどうしても
ＨＤＣＰが多くなります。そのＨＤＣＰでコースレートの
低 いところでプレーすると必 然 的にいいスコア

（ネット）になってしまい、優勝する。それを疑問に
感じた他クラブからこちらに問い合わせや苦情が
来たことが以前は何度かありました。

スロープシステムの普及活動や導入効果について語る後藤久幸ハンディキャップ副委員長（左）、大友富雄競技委員長（中）、斎藤清支配人（右）。

HDCP変更の概要を示したホ
ワイトボード。月例会参加者に
対して解説を行う際、より深い
理解が得られるよう設置された。
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後藤　我々ＨＤＣＰ委員会としてはきちんと評価して
ＨＤＣＰを出しているのだから文句言わないでくれと
いう見解でした。でも、スロープシステムになってから
はそのようなことがなくなりましたね。
大友　どのクラブのどのティーでやっても同じＨＤＣＰ
だったということがそもそも公平じゃなかったわけで
すからね、今考えれば。互換性があるということが
ＨＤＣＰインデックスのいいところ。本当に公平になっ
たと思います。それに各ゴルファーがコースの難易
度に対する理解を深めたのではないかと感じます。
以前はコースレートやスロープレートのことを考えた
ことのなかったゴルファーがほとんどだったと思いま
すが、今では自分のＨＤＣＰにそのまま表れますから

「ここはこのくらいの難易度なのだ」と感じてプレー
するようになったのではないでしょうか。

― スロープシステムが採用されてから約２年半が
たちましたが、課題や改善点など感じることがあれ
ばお聞かせください。
後藤　月例会などのクラブ競技だけでなく、一般の
プライベートコンペでもっともっと使ってもらえるよ
うになればよりスロープシステムの良さが出ると思
います。
大友　プライベートコンペでは依然としてダブルペ
リアが主流です。後藤さんがおっしゃるようにスロー
プシステムがダブルペリアに置き換わることが理想
だと思っています。
斎藤　宮城県ゴルフ連盟がやっているチャレンジ
カップはスロープシステムを採用していますね。

― チャレンジカップとは、どのような競技でしょうか。
大友　競技というよりオープンコンペのような感覚
です。年に１０回程度開催しており、参加者が組み合
わせをリクエストできますからプライベートコンペ代
わりにという方もいます。出場 資 格はＨＤＣＰイン
デックス取得者というしばりはありますが、回を重ね
るごとに参加希望者が増えて大盛況ですね。参加
されているみなさんはスロープシステムをよく理解し
ていただいていると感じます。チャンレンジカップが
これだけ人気なのですから、各ゴルフ場でもっと同
様のコンペを広めていっていいのではないかと思い
ます。それがよりスロープシステムのより一層の普及
にもつながるはずです。
後藤　スロープシステムはどのティーから回っても
実力を公平に評価してくれるものですからね。
大友　ダブルペリアだと運に左右される部分が少
なからずありますが、スロープシステムはそういうと
ころがありません。

後藤　ＨＤＣＰに関してはスロープシステムを信じて
やっていけば間違いないと思っています。
大友　スロープシステムはメンバーライフの楽しさを
増してくれるものだと思います。最初は競技に出る
ようなゴルファーが主でしたが、徐々にみんな当た
り前のように利用するようになってきました。みなさん
今日プレーするティーのＨＤＣＰはいくつなのかという
ことを理解して回っているようです。
― 理解すれば面白さが分かる。
大友　そう思います。
― 理解するところまでどう導いてあげられるかがより
一層の普及へのポイントですね。
大友　ゴルフは生涯スポーツであり、おじいちゃん
おばあちゃんと孫が一緒に回れる素晴らしいスポー
ツです。スロープシステムはこのように全く違う世代、
違うティーからプレーする者同士がより楽しくできる
システムなのです。それに、初心者にゴルフの楽しさ
を覚えてもらうためにも非常に有効なものだと思い
ます。最初から無理に後ろのティーから打たされれ
ばうまくいくわけはないですからゴルフはつまらない
ものだと思ってしまうかもしれません。まずは短い
距 離でプレーして、うまくいくことの楽しさを知って
もらいたい。そういうところでもスロープシステムは
活用できるはずです。
後藤　私もそう思います。スロープシステムは底辺
を広げ、ゴルフの本当の楽しさを教えてくれるもの。
そういったことを伝えていきたいと思っています。
― 本日はありがとうございました。

【ハンディキャップの歴史】 （概略）
年代 欧米 日本

17世紀後半 HDCPの概念広まり始める

1900年頃 英国女子連盟が初のCR
開発

1911年 USGAが初めてCR導入
（全米アマ優勝者のスコア）

1920年代～ 全米各地区でHDCP
システムの改善策考案

1950年代
JGA HDCP制度導入

（USGA制度を参考に開発）

1960
　～70年代

USGAが
障害難易度査定法を考案
現行HDCP制度の基礎完成

1978年
旧JGA制度施行

（USGA制度を参考に開発）

1979年 USGAがスロープシステム
開発着手

1987年 USGAがスロープシステム
正式施行

2010年～ 現在世界60の国と地域で
採用

2010年
スロープ導入決定

（USGAとJGAが正式契約締結）

2014年～ スロープシステム施行
（USGAハンディキャップシステム準拠）

CR=コースレーティング

★ これ1枚あれば世界中で認められるゴルファー必携のIDカード
★ HDCPインデックスは米国をはじめ世界約60の国と地域で通用 
　 （全米アマなどのエントリーにも公式に認められる）
★ ローマ字併記なので従来の国際HDCP証明書発行は不要
★ 毎月1日（月1回）更新され、常に最新のHDCPインデックスを表示

倶楽部

【世界基準のHDCPインデックス証明書発行の流れ】 

JGAハンディキャップ規定リファレンスガイドがクラブハウス内にも置かれている。
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